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[bookmark: _Toc469667603]（様式１）提案書表紙
文　　書　　番　　号
平成２９年　月　　日

文部科学大臣　殿

 (
公印
)
（主幹機関名）
（代表者名）
 (
※
必要に応じて、協働機関
名記載欄・公印枠を追加してください。
※Wordに記載のフォントサイズは10.5ポイントとしてください。
※提出時には、青字による注釈及び例示はすべて削除してから提出してください。
) (
公印
)
（協働機関名1）
（代表者名）
 (
公印
)
（協働機関名2）
（代表者名）

（必要に応じて枠を増やしてください）


平成２９年度次世代アントレプレナー育成事業に係る申請について


　（主幹機関名）、（協働機関名１）、（協働機関名2）は、標記の件について、下記のプログラムを申請いたします。


記



プログラムの名称		：
総括責任者名　		：氏　　　　名（主幹機関名）

[bookmark: _Toc469667604]（様式2）提案書【基本情報】　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　

基本情報

※提案書は、公募要領に基づき作成してください。
※Wordに記載のフォントサイズは10.5ポイントとしてください。

	プログラム名称
	



○提案者（EDGEコンソーシアム）
１．主幹機関
	大学名
	

	代表者　職名・氏名
	学長　○○　○○

	総括責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	
	氏名
	※プログラム全体の責任者となる教員の氏名

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	プログラム担当組織
	組織名称
	※プログラムを担当する組織名称

	
	組織責任者 氏名
	※上記組織の責任者氏名

	
	所属・役職
	※上記組織責任者の所属・役職

	
	住所
	※上記組織の所在地

	事務担当者
	氏名
	※プログラムを担当する事務担当者の氏名

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	



２．協働機関１
	大学等名
	

	代表者　職名・氏名
	学長　○○　○○

	機関責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	
	氏名
	※協働機関１の責任者となる教員の氏名

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	プログラム担当組織
	組織名称
	※プログラムを担当する組織名称

	
	組織責任者 氏名
	※上記組織の責任者氏名

	
	所属・役職
	※上記組織責任者の所属・役職

	
	住所
	※上記組織の所在地



３．協働機関２
	大学等名
	

	代表者　職名・氏名
	学長　○○　○○

	機関責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	
	氏名
	※協働機関２の責任者となる教員の氏名

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	プログラム担当組織
	組織名称
	※プログラムを担当する組織名称

	
	組織責任者 氏名
	※上記組織の責任者氏名

	
	所属・役職
	※上記組織責任者の所属・役職

	
	住所
	※上記組織の所在地


※必要に応じて表を増減してください。

○協力機関
１－１．協力機関（海外機関（欧米で先進事例を有する大学・研究機関））
	機関名（国名）
	

	代表者　職名・氏名
	○○　○○

	実施責任者
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


※必要に応じて表を増やしてください。

１－２．協力機関（海外機関（欧米以外の海外の大学・研究機関））
	企業名（国名）
	

	代表者　職名・氏名
	○○　○○

	実施責任者
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


※必要に応じて表を増やしてください。

２－１．協力機関（企業等）
	企業名
	

	代表者　職名・氏名
	○○　○○

	実施責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	



２－２．協力機関（企業等）
	企業名
	

	代表者　職名・氏名
	○○　○○

	実施責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	住所
	※所属先の所在地

	
	電話番号
	

	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


※必要に応じて表を増やしてください。
※独立行政法人等の研究機関、地方公共団体等、プログラムの内容に深く関わる機関がある場合は表を増加して記載してください。


5．その他参加機関等（任意記載）
	大学等
	○○大学、○○大学、○○大学

	海外機関（教育機関、研究機関）
	○○大学（国名）、○○大学（国名）

	民間団体
	○○株式会社、○○株式会社、

	公共団体等
その他機関
	○○市、○○財団法人

	組織と離れた
外部人材等（※）
	



※独立している、あるいは組織関与を前提にしない個人であって、プログラム運営を行う際に大きな影響を持ち、特別に明示する必要がある外部人材等を記載。





























[bookmark: _Toc469667605]（様式3）提案書【プログラム構想】

0．プログラム概要

	プログラム名
	

	総括責任者名
	

	実施予定期間
	平成29年度開始～平成34年3月末日　終了予定（最長5年度）
※原則的に5年度分の取組みを補助します。

	予定受講者数
（EDGEコンソーシアム全体）
	（単位：名）
	
	H29
	H30
	H31
	H32
	H33

	予定受講者総数
	
	
	
	
	

	うち学部生の受講者数
	
	
	
	
	

	うち主幹機関（○○大学）の受講者数
	
	
	
	
	

	うち協働機関（□□大学）の受講者数
	
	
	
	
	

	うち協働機関（△△大学）の受講者数
	
	
	
	
	




※本事業により支援する人材育成プログラムを受講する各年度の延べ人数を記載してください。）
※「○○大学」には大学等名を記載してください。
※協働機関数に応じて枠を追加してください。
※主幹機関の受講者数と協働機関の受講者数の合計が予定受講者総数になるようにしてください。



	本補助金を充当して実施するプログラムの予定所要額
	（単位：千円）
	
	H29
	H30
	H31
	H32
	H33

	補助金
	
	
	
	
	

	外部資金
	
	
	
	
	

	その他
自己資金等
	
	
	
	
	

	総額
	
	
	
	
	


（様式５における各年度の「合計」欄の金額を転記してください。）

	プログラムの概要
	※本事業により実施する取組みの概要を400字以内で記載してください。
※本欄（「プログラムの概要」欄）の内容は採択時等に公表する場合があります。



1．EDGEコンソーシアムが目指すアントレプレナー像と価値創造プラットフォーム
· 提案するプログラムにおいて育成を目指すアントレプレナー像と、構築を目指す価値創造プラットフォームについて記載してください。
· 育成を目指すアントレプレナー像については、主幹機関及び協働機関の教育理念や人材育成目的等も踏まえて記載してください。
· EDGEコンソーシアム各機関の役割を合わせて記載してください（体制図を用いて説明することも可能）。
· 提案するプログラムによって社会にどのようなインパクトがもたらされるのか、どのような世界トップレベルの人材育成を行うのかを記載してください。
· 価値創造プラットフォームとは、ベンチャー関係機関、海外機関、民間企業との連携を行うことで関係者間の人的・組織的ネットワークを構築する、さらにはそれをグローバルネットワークにつなげる取組みを通じて、アントレプレナー育成におけるロールモデル構築と我が国のベンチャー創出力の強化につながる人材育成を行うことのできる基盤のことを意味しています。その基盤が新たな挑戦の枠組みになることを目指します。
· 図表等を用いて、1ページ以内で分かりやすく記載してください。







２．実施するアントレプレナー育成プログラムの内容
※EDGEコンソーシアムとして実施するプログラムの内容を以下の項目に沿って記載してください。
※必ず項目毎に記載し、項目の追加、変更、削除は行わないでください。
２－１．総論（プログラムの内容）
※プログラムの受講者層を想定して記載してください。
※プログラムにおける主幹機関、協働機関、協力機関の役割が分かるように記載してください。
※「６．各機関の取組内容-（３）取組内容」に記載の内容をなぞるのではなく、特筆すべき点を記載してください。国内外の機関が実施している趣旨の類似する先進的なプログラムと比べて何が違うのかが明確にわかるように簡潔に記載してください。
※図表等を用いて3ページ以内で分かりやすく記載してください。


２－２．EDGEコンソーシアムおよび協力機関等との連携
※プログラムを実施する際の主幹機関、協働機関、協力機関の連携について具体的かつ簡潔に記載してください。
※「組織対組織」の連携の在り方を期待します。
※EDGEコンソーシアムを超えて地域等に広がりのあるベンチャー・エコシステムの構築・継続・拡大にどのように資するかを記載してください。
※「投資を呼び込む体制」についても記載してください。
※図表を含めて2ページ以内で記載してください。
（１）主幹機関、協働機関の協働の在り方
※EDGEコンソーシアム内での補完関係や相乗効果の在り方を記載してください。
※各実施機関の教員・メンター・学生・プログラムの相互乗り入れ・合同実施、そのための組織対組織の連携等、従来の組織の壁を超えるアントレプレナー育成にかかるオープンイノベーションを促進するための取組みを期待します。

※プログラムを実施するうえで、会議の定期開催、グループウェアの利用等、プログラムの実施状況をEDGEコンソーシアムの各機関で共有する仕組みについて記載してください。

（２）協力機関との連携内容（海外大学・研究機関）
※連携するそれぞれの機関について、どのような連携を行うのか具体的に記載してください。
※どのような点で世界的にユニークなプログラムを生み出すかを記載してください。

（３）協力機関との連携内容（民間団体その他）
※連携するそれぞれの機関について、どのような連携を行うのか具体的に記載してください。
（４）外部資金獲得に向けた取り組み方針
※EDGEコンソーシアムとしての外部資金獲得のための方針について記載してください。
※外部資金導入目標率達成のイメージが具体的にわかるように、現金収入分、人的・物的資源獲得分それぞれについて記載してください。




２－３．目標、評価方法及び改善方法について
※プログラムによって５年後（３３年度末まで）に達成しようとする状態を目標（定性的なものを含む。複数可。）として設定ください。
※５年後に達成しようとする目標を踏まえ、２年後（３０年度末まで）に達成しようとする中間目標も合わせて記載してください。
※目標の高さ及び適切性等について、２年後、５年後それぞれ審査時に評価します。
※公募要領第１章２－２「本事業における期待される成果」も視野に具体的に記載してください。
※目標例（あくまで一例です）
・リスクを追求した結果の失敗を認め、小さな挑戦を促進するような目標数値
・受講者を超えた学校内外の学生間での評価向上や受講希望者の増の数
・受講者に大きな好影響を及ぼす卒業生やベンチャーキャピタリスト等の外部人材の参画増等
・本事業による産学共同推進、企業評価向上、企業課題解決、インパクトあるベンチャー起業増、多額な寄付金額の獲得等、社会的なインパクトの大きいもの
・独自の起業家手法の高度化、海外からの起業家教育手法の導入、起業家教育手法の海外での活用・その他にも様々想定されますが、チャレンジングな目標の設定を期待します。※目標の達成に向けた進捗状況を確認・検証し、年度毎の改善措置及びプログラムの質向上に結びつけるための方法・計画・体制について記載してください。また、目標毎に、達成状況の確認のために用いる評価指標（教育効果を定量分析したり対象学生における認知度を図るなど可能な限り定量化できるものが望ましい）を設定し、評価指標毎に適切な時期において把握するようにしてください。
※EDGEコンソーシアムによる目標の達成状況にかかる自己点検結果は、文部科学省及びプログラムオフィサー等による支援・助言並びにEDGEコンソーシアムの評価等に利用します。
※2ページ以内で記載してください。

（１）５年後の目標

（２）２年後の目標

（３）進捗状況確認・検証・改善のための方法・計画・体制・評価方法等


２－４．既存の取組みとの違いについて
※「６．各機関の取組内容-（４）既存の取組みとの違いについて」に記載の各機関の「既存の取組みとの違い」を簡潔にまとめていただきつつ、EDGEコンソーシアム全体としてさらにどのように高度化されるのか、現状できなかったこととの違いを意識しながらわかりやすく記載してください。
※どのような新しいプログラムが展開されるのか記載してください。
※1ページ以内で記載してください。



３．想定する受講者の構成と受講者の募集・広報の方法
※想定する受講者の構成と受講者の募集・広報方法について記載してください。
※図表等を用いてわかりやすく１ページ以内で記載してください。
※受講者について、EDGEコンソーシアムの各機関での学部生、修士課程（博士課程前期）大学院生、博士課程（博士課程後期）大学院生、若手研究者（37歳以下のポスドク、助教等）、社会人等の機関外受講者のおおよその比率がわかるように記載してください。
※海外の受講者を募る際には、国内の受講者と分けて明記してください。
※受講者の募集・広報方法については、EDGEコンソーシアムの各機関での具体的な方法や目標について記載してください。
※1ページ以内で記載してください。





















４．事業継続のための取組み
※補助金による支援が終わった後も、プログラムを継続するための方策について記載してください。
※図表等を用いて１ページ以内でわかりやすく記載してください。
※金銭的な継続性（受講料、寄付、その他収入の獲得）、人的な継続性（人材育成プログラムの実施担当者の雇用状況等）、制度面の継続性（大学院の課程化、企業との共同実施）等の観点から記載してください。
※1ページ以内で記載してください。






















５．共通基盤事業としての取組みの提案
※共通基盤事業としての取組みの提案について記載してください。
※図表等を用いてもかまいません。
※当事業で選定された機関横断のイベント開催、ノウハウの共有等の取組みを想定しています。
※積極的なアイディアの提案を期待します。
※幹事機関を希望する場合は希望欄に○をしてください。
※２ページ以内で記載してください。
以下の（１）～（２）は必ず提案してください。


（１）教員の海外研修について
※全国の大学等組織におけるアントレプレナー育成プログラム向上に資するような、教員の海外研修について記載してください。







（２）シンポジウムまたはコンペティションについて
※日本における起業家マインドの醸成・向上、産業界に求められるアントレプレナー育成のためのシンポジウムまたはコンペティションの取組について記載してください。





以下の（３）～（６）は提案されたい項目のみ記載してください。
（３）ＰＢＬ型アントレプレナー育成を行うことのできる教員の増加及び質の向上に向けた取組み
※ここでいう「アントレプレナー育成」は価値創造、事業化促進等分野は限定しません。






（４）自発性や内発的動機付けに資するプログラム（コーチング手法等）の発展・普及に向けた取組み






（５）アントレプレナー育成プログラムを高度化する上で有効な調査・分析について（例えば、受講者のマインドセット・能力の変化の測定手法の開発、アントレプレナー育成プログラムの分析等）







（６）その他共通基盤事業として提案したい内容があれば記載してください。











	幹事機関の希望
	幹事機関を希望する場合は右の欄に○を記載してください。
	




平成29年度次世代アントレプレナー育成事業申請書

[bookmark: _Toc469667606]６．各機関の取組内容
※「2．実施するアントレプレナー育成プログラムの内容」等について、主幹機関および協働機関（大学等）で実施する取組内容等を記載してください。

主幹機関：○○大学

（１）基本情報
	機関名
	○○大学

	総括責任者
	氏　名
○○研究科　教授

	協力機関、その他参加機関等
	○○大学、株式会社□□、△△団体
※EDGEコンソーシアムとして連携している、協力機関、その他参加機関の内、貴大学が主体となって連携している機関があれば記載してください。



（２）目標
※主幹機関として２－３で設定した目標を達成するための具体的な目標を定めてください。

（３）取組内容
※具体的な取組内容について簡潔に記載してください。

（４）既存の取組みとの違いについて
※主幹機関がこれまでに行ってきたアントレプレナー教育をはじめとするイノベーション人材育成の取組みとの違いについて記載してください。
※これまでの取り組みの成果を踏まえ、本事業によってどのような新しいプログラムが展開されるのか記載してください。
※EDGEプログラム採択機関については、現行のプログラムを並行して今後どのように継続していくのか、EDGE-NEXTで行う事業との違いがわかるように記載してください。

（５）主幹機関における実施体制
※主幹機関の取組みに関わる主な担当者について記載してください。
※必要に応じて行を追加してください。

	区分
	機関名

	氏名
	部署　役職
	プログラムでの役割
	エフォート※

	○○　○○
	○○研究科　教授
	総括責任者
	○％

	○○　○○
	
	プログラム開発責任者
	○％

	
	
	ワークショップ実施責任者
	○％

	
	
	
	○％

	
	
	
	○％

	□□　□□
	○○学部　教授
	アントレプレナー講座講師
	○％

	
	
	
	○％

	
	
	
	○％


※「エフォート」は、プログラム参加者の「全仕事時間に対する当該プログラムの実施に必要とする時間の配分割合」となります。なお、この「全仕事時間」には、プログラム活動にかかる時間のみならず、教育活動や管理業務等にかかる時間が含まれます。

（６）大学における推進体制
※大学の運営方針に提案内容が含まれているか等、大学全体の計画における本プログラムの位置づけを記載してください。旧来の縦割り・細分化された体制ではなく俯瞰的で横串を刺すことのできる大学一体の体制を期待します。
※指定国立大学法人としての指定を検討されている場合は、「第３期中期目標期間における指定国立大学法人の指定に関する公募要領P3、「４．指定国立大学法人の構想における審査の対象となる視点　（３）備えるべき要素　○社会との連携」において、提案されているプログラムがどのように組み込まれているかを記載してください。


協働機関１：△△大学　　　　

（１）基本情報
	機関名
	

	機関責任者
	

	協力機関、その他参加機関等
	○○大学、株式会社□□、△△団体
※EDGEコンソーシアムとして連携している、協力機関、その他参加機関の内、貴大学が主体となって連携している機関があれば記載してください。



（２）目標
[bookmark: _GoBack]※協働機関として２－３で設定した目標を達成するための具体的な目標を定めてください。


（３）取組内容
※具体的な取組内容について簡潔に記載してください。



（４）既存の取組みとの違いについて
※協働機関がこれまでに行ってきたアントレプレナー教育をはじめとするイノベーション人材育成の取組みとの違いについて記載してください。
※これまでの取り組みの成果を踏まえ、本事業によってどのような新しいプログラムが展開されるのか記載してください。
※EDGEプログラム採択機関については、現行のプログラムを並行して今後どのように継続していくのか、EDGE-NEXTで行う事業との違いがわかるように記載してください。

（５）協働機関における実施体制
※協働機関の取組みに関わる主な担当者について記載してください。
※必要に応じて行を追加してください。

	区分
	機関名

	氏名
	部署　役職
	プログラムでの役割
	エフォート※

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※「エフォート」は、プログラム参加者の「全仕事時間に対する当該プログラムの実施に必要とする時間の配分割合」となります。なお、この「全仕事時間」には、プログラム活動にかかる時間のみならず、教育活動や管理業務等にかかる時間が含まれます。

（６）大学における推進体制
※大学の運営方針に提案内容が含まれているか等、大学全体の計画における本プログラムの位置づけを記載してください。旧来の縦割り・細分化された体制ではなく俯瞰的で横串を刺すことのできる大学一体の体制を期待します。
※指定国立大学法人としての指定を検討されている場合は、「第３期中期目標期間における指定国立大学法人の指定に関する公募要領P3、「４．指定国立大学法人の構想における審査の対象となる視点　（３）備えるべき要素　○社会との連携」において、提案されているプログラムがどのように組み込まれているかを記載してください。

協働機関２：□□大学　　　　

（１）基本情報
	機関名
	

	機関責任者
	

	協力機関、その他参加機関等
	○○大学、株式会社□□、△△団体
※EDGEコンソーシアムとして連携している、協力機関、その他参加機関の内、貴大学が主体となって連携している機関があれば記載してください。



（２）目標
※協働機関として２－３で設定した目標を達成するための具体的な目標を定めてください。


（３）取組内容
※具体的な取組内容について簡潔に記載してください。



（４）既存の取組みとの違いについて
※協働機関がこれまでに行ってきたアントレプレナー教育をはじめとするイノベーション人材育成の取組みとの違いについて記載してください。
※これまでの取り組みの成果を踏まえ、本事業よってどのような新しいプログラムが展開されるのか記載してください。
※EDGEプログラム採択機関については、現行のプログラムを並行して今後どのように継続していくのか、EDGE-NEXTで行う事業との違いがわかるように記載してください。

（５）協働機関における実施体制
※協働機関の取組に関わる主な担当者について記載してください。
※必要に応じて行を追加してください。

	区分
	機関名

	氏名
	部署　役職
	プログラムでの役割
	エフォート※

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※「エフォート」は、プログラム参加者の「全仕事時間に対する当該プログラムの実施に必要とする時間の配分割合」となります。なお、この「全仕事時間」には、プログラム活動にかかる時間のみならず、教育活動や管理業務等にかかる時間が含まれます。

（６）大学における推進体制
※大学の運営方針に提案内容が含まれているか等、大学全体の計画における本プログラムの位置づけを記載してください。旧来の縦割り・細分化された体制ではなく俯瞰的で横串を刺すことのできる大学一体の体制を期待します。
※指定国立大学法人としての指定を検討されている場合は、「第３期中期目標期間における指定国立大学法人の指定に関する公募要領P3、「４．指定国立大学法人の構想における審査の対象となる視点　（３）備えるべき要素　○社会との連携」において、提案されているプログラムがどのように組み込まれているかを記載してください。

協働機関３：　　　　

※協働機関数に応じて項目を追加して、同様に記載してください。







（様式4）提案書【プログラム担当者調書】
プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、主幹機関、協働機関、協力機関でプログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	１
	（総括責任者）


	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。













	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	2
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。















	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	3
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。















	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	4
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。















	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	5
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。















	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門

	6
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	役割分担
	

	コミットメント
	本取組みの実施に当たっての関わり方や、各々の役割の中での力点などについて、本人が記載してください。















	学歴・職歴・学会・社会活動等
	








	教育活動の実績・有するネットワーク
	







	エフォート予定
	平成29年度における、本プログラムに割り当てる時間・労力の割合（エフォート）の予定を記載
　○○ ％



プログラム担当者調書
※補助金による人件費の措置の有無に関わらず、プログラムに果たす役割の大きい担当者について最大12名まで（総括責任者を含む）の調書を作成してください。
	通し番号
	（フリガナ）
氏　　　名
	所属(大学・研究科･専攻等)・職名
	学 位
	現在の専門
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